
2
0
2
3

三越伊勢丹ホールディングスレポート

2 0 2 3

統合レポート



04  コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンス …………………………………………………………………………………… 48

コンプライアンス・リスクマネジメント体制  ………………………………………………………………… 58

取締役・執行役  ………………………………………………………………………………………………… 62

05  データセクション

財務・非財務ハイライト ……………………………………………………………………………………… 64

11年間の財務サマリー  ………………………………………………………………………………………… 66

財務データ ……………………………………………………………………………………………………… 68

三越伊勢丹グループの概要／株式情報  …………………………………………………………………… 70

対象期間
主に2022年度（2022年４月１日～2023年３月31日）を対象としてい
ますが、発行時点の最新情報も可能な限り掲載しています。

対象組織
株式会社三越伊勢丹ホールディングスおよびグループ会社

将来の見通しに関する注意事項
本統合レポートにおける業績予測や将来の予測に関する記述は、現時点で入
手可能な情報に基づき当社が判断した予測であり、潜在的なリスクや不確実
性その他の要因が内在しています。従って、さまざまな要因の変化により、実
際の業績は、見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。

編集方針
三越伊勢丹グループは、株主・投資家の皆さまをはじめとした全てのステークホルダーの皆さまに、三越伊勢丹グルー
プが持つ普遍的な価値観や強みを生かして持続的に成長し続けていく価値創造ストーリーをご理解いただくために、 

2018年度から統合レポートを発行しています。
本レポートは、財務情報と非財務情報を統合し、経済産業省が発表した「価値協創ガイダンス」などを参考に編成してい
ます。全てのステークホルダーの皆さまとの建設的な対話ツールとすべく改善を図りながら毎年発行してまいります。
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2023年4月、三越伊勢丹グループの

全ての企業活動の原点にある最も基本的な考え方として

「三越伊勢丹グループ  企業理念」を制定しました。

私たちが社会の中で、

どのような価値提供により貢献できるのか、

どのような姿を目指していくのか、

そして存在意義は何なのかを表しています。

三越伊勢丹グループは、三越、伊勢丹、岩田屋、丸井今井の4つののれんを持ち、それぞれ挑戦の歴史

を繰り返しながら、社会とともに成長し、国内外の百貨店事業を中心にさまざまな事業を通じて新

たな価値を提供し続けてまいりました。 

そして2021年に発表した中期経営計画において、目指す姿を「お客さまの暮らしを豊かにする、

“特別な”百貨店を中核とした小売グループ」と設定。この「私たちが目指す姿（ビジョン）」の実現に

向けて「私たちの存在意義（ミッション）」と 「私たちが大切にする思考と行動（バリューズ）」を明確

化し、改めて自分自身の働く目的や会社の存在意義について、経営陣と従業員がともに考える必要

があるのではないか、という想いから、企業理念体系の再整理を行いました。

「三越伊勢丹グループ 企業理念」のもと、グループ一丸となり、ステークホルダーの皆さまとの継続

的な対話を進めながら「私たちが目指す姿」の実現につなげてまいります。

4つの百貨店のれんで創業以来の長い歴史の中で培ってきた「お客さま第一のもとに、社会や顧客

ニーズの変化を先取りし、お客さまに豊かさを届け続ける、そして自ら変革していく挑戦の精神」。

今、改めて私たちの原点を見出すためグループ全従業員はこれらの根本精神や歴史に立ち返り

ながら、再整理を進めました。

三越伊勢丹グループ 企業理念

再整理の目的

根本精神

三越 伊勢丹 丸井今井岩田屋

社会的貢献と 
企業の繁栄

 
 伝統を越える 

革新性 

まごころと 
創意工夫

『道義を守り、 
奉仕の心を持つ、 

企業経営。』

 豊かな社会づくり 
への貢献、

 モラルの実践、 
お客さまへの奉仕

『信義を守り、
 まごころの奉仕』

1
お客を大切に親切に、 
清く正しく信用第一

2
 お客は父、問屋は母、 

情誼を篤く鄭重に
3

 事業は人なり、
 慈愛で導け

「三越伊勢丹グループ 企業理念ムービー」
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